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第
十
九
条
の
五
第
五
項
中
「
第
七
項
」
を
「
次
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
第

四
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

上
げ
、
同
条
第
十
一
項
中
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、「
第
十
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
第
九

項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、「「
第
四
十
一
条
の
十
二
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
告
知
書
の
提
出
又
は
施
行
令

第
二
十
六
条
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
書
類
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
十
二
第
十
七
項
の

規
定
に
よ
る
告
知
」
と
、「
当
該
告
知
書
の
提
出
又
は
当
該
書
類
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
告
知
」
と
、第
七
項
中
」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
五
項

中
「
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で
」
に
、「
第
十
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
第
九
項
」
を
「
第
八
項
」
に

改
め
、「「
第
四
十
一
条
の
十
二
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
十
二
第
十
八
項
」
と
、「
告
知
書
の
提
出
又

は
施
行
令
第
二
十
六
条
の
十
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
告
知
書
」
と
、「
当
該
告
知
書
の

提
出
又
は
当
該
書
類
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
告
知
書
」
と
、
第
七
項
中
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同

条
第
十
六
項
中
「
及
び
第
十
八
項
」
を
「
及
び
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項

か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
条
の
三
第
一
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て

次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

測
定
工
具
及
び
検
査
工
具
（
電
気
又
は
電
子
を
利
用
す
る
も
の
を
含
む
。）

第
二
十
条
の
三
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

試
験
又
は
測
定
機
器

第
二
十
条
の
三
第
三
項
第
一
号
中
「
サ
ー
バ
ー
用
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
「
サ
ー
バ
ー
用
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
に
、「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
い
う
。）」
を
「
サ
ー
バ
ー
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
い
う
。
次
号
に
お
い

て
同
じ
。）の
う
ち
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
の
規
格
一
五
四
〇
八
に
基
づ
き
評
価
及
び
認
証
を
さ

れ
た
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
認
証
サ
ー
バ
ー
用
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）以
外
の
も
の
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
サ
ー
バ
ー
用
の
仮
想
化
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
を「
サ
ー
バ
ー
用
仮
想
化
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」に
、「
サ
ー
バ
ー

用
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
前
号
に
掲
げ
る
サ
ー
バ
ー
用
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
サ
ー
バ
ー
用
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
に
、「
サ
ー
バ
ー
用
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
」
を
「
サ
ー
バ
ー
用
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
」
に
、「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
い
う
。）」を「
サ
ー

バ
ー
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、
認
証
サ
ー
バ
ー
用
仮
想
化
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
（
電
子
計
算
機
の
記
憶
装
置
に
書
き
込
ま
れ
た
二
以
上
の
認
証
サ
ー
バ
ー
用
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

当
該
電
子
計
算
機
に
対
す
る
指
令
を
制
御
す
る
サ
ー
バ
ー
用
仮
想
化
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際

電
気
標
準
会
議
の
規
格
一
五
四
〇
八
に
基
づ
き
評
価
及
び
認
証
を
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。）以
外
の
も
の
」
に
改
め
、
同

項
第
三
号
中
「
い
う
。）」
の
下
に
「
の
う
ち
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
の
規
格
一
五
四
〇
八
に
基

づ
き
評
価
及
び
認
証
を
さ
れ
た
も
の
以
外
の
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
非
認
証
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」
を
「
当
該
非
認
証
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
い
う
。）」
の
下
に
「
の
う
ち
、
イ
の
指
令
を
日
本
工
業
規
格
（
工
業
標
準

化
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
工
業
規
格
を
い
う
。
イ
に
お
い
て
同
じ
。）Ｘ
五
七
三
一
e

八
に
基
づ
き
認
証

を
す
る
機
能
及
び
イ
の
指
令
を
受
け
た
旨
を
記
録
す
る
機
能
を
有
し
、
か
つ
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準

会
議
の
規
格
一
五
四
〇
八
に
基
づ
き
評
価
及
び
認
証
を
さ
れ
た
も
の
以
外
の
も
の
」
を
加
え
、
同
号
イ
中「（
工
業
標
準

化
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
工
業
規
格
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、
同
項
第
五

号
中
「
も
の
を
い
う
。）」
の
下
に
「
の
う
ち
、
国
際
標
準
化
機
構
及
び
国
際
電
気
標
準
会
議
の
規
格
一
五
四
〇
八
に
基

づ
き
評
価
及
び
認
証
を
さ
れ
た
も
の
以
外
の
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
器
具
及
び
備
品
」
を
「
工
具
、
器
具

及
び
備
品
」
に
、「
第
一
項
各
号
」
を
「
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、「
も
の
（
」
の
下
に
「
同
項

第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
一
台
又
は
一
基
（
通
常
一
組
又
は
一
式
を
も
つ
て
取
引
の
単
位
と
さ

れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
一
組
又
は
一
式
と
す
る
。）の
取
得
価
額
が
三
十
万
円
未
満
で
あ
る
も
の
を
、
同
項
第
二
号
に

掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
」
を
加
え
、「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
」
に
、「
平
成
二
十

四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
同
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
」
を
「
平

成
二
十
六
年
四
月
一
日
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
同
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
八
か
ら
第
二
十
条
の
十
四
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
八
か
ら
第
二
十
条
の
十
四
ま
で

削
除

第
二
十
条
の
十
七
中
「
第
二
十
九
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
十
八
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
第
五
号
イ
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
五
号

イ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
二
項
」
に
、「
障
害
者
自

立
支
援
法
施
行
規
則
」
を
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見

直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
省
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
規

則
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
六
項
の
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
の
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第

二
十
九
条
の
二
の
二
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
」
に
、「
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条

の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
」
に
改

め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第

二
十
九
条
の
二
の
二
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二

第
七
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
八
項
」
を
「
第
二

十
九
条
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
十
項
」
を「
第
二
十
九
条
の
二
第
十
項
」

に
、「
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の

二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第

一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項

第
三
号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
第
四

号
」
を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
第
五
号
」

を
「
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十

九
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
四
の
見
出
し
中
「
の
対
象
範
囲
等
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
六
条
第
三
項
第
一
号
」
を

「
第
六
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
六
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」

を
「
観
光
関
連
施
設
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
、「
け
い
留
す
る

け
い
留
施
設
」
を
「
係
留
す
る
係
留
施
設
」
に
、「
け
い
留
施
設
、」を
「
係
留
施
設
、」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
、
運

動
室
（
主
と
し
て
重
量
挙
げ
及
び
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
用
具
を
用
い
て
健
康
管
理
及
び
体
力
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
の
用

に
供
す
る
も
の
を
い
う
。）」
を
削
り
、「
に
限
る
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
及
び
海
洋
療

法
施
設
」
を
「
、
海
洋
療
法
施
設
」
に
改
め
、「
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
設
及
び
休
憩
室
を
備
え
た
も
の
を
い
う
。）」の
下
に「
及

び
国
際
健
康
管
理
・
増
進
施
設
（
病
院
又
は
診
療
所
と
連
携
し
て
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施

設
（
宿
泊
の
用
に
供
す
る
施
設
を
備
え
た
も
の
を
除
き
、
通
訳
案
内
士
、
沖
縄
県
の
区
域
に
係
る
地
域
限
定
通
訳
案
内

士
又
は
沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
通
訳
に
関
す
る
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、
外

国
人
観
光
旅
客
の
施
設
の
円
滑
な
利
用
に
資
す
る
知
識
を
有
す
る
者
が
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）で
、
浴
場
又

は
プ
ー
ル
、
有
酸
素
運
動
施
設
（
継
続
的
に
酸
素
を
摂
取
し
て
全
身
持
久
力
に
関
す
る
生
理
機
能
の
維
持
又
は
回
復
の

た
め
の
運
動
を
行
う
施
設
を
い
う
。）又
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
（
室
内
に
お
い
て
体
力
向
上
を
目
的
と
し
た
運
動
を

行
う
施
設
を
い
う
。）及
び
健
康
相
談
室
を
備
え
た
も
の
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中「（
宿
泊
の
用
に
供
す
る

施
設
を
備
え
た
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を「
第
八
条
第
一
項
」に
改
め
、「
内

閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
」
を
削
り
、「
第
七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
七
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
五

削
除

第
二
十
条
の
七
第
一
項
中
「
要
件
」
の
下
に「（
同
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
第
一
号
及
び

第
二
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
）」を
加
え
る
。
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